




要約:小児の事故防止に関する健康教育を実施するため、その具体的あり方を文献および

これまでの班研究の成果を元に考察した。事故防止対策が効果的に作用するためには、目

標を死に至らしめることのありうる事故に、対象を幼児に絞って健康教育を行うことが適

当と考えられる。健康教育は乳幼児健康診査の場を用い、保健指導として行うのが最も有

効であると考えられる。


